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第
六
五
回
天
台
宗
教
学
大
会

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
一
日

叡
山
学
院

明
治
中
期
に
お
け
る
天
台
宗
宗
務
組
織
の
展
開

藤
田
和
敏

は
じ
め
に

諸
国
の
東
照
宮
や
大
社
に
併
設
さ
れ
た
神
宮
寺
を
末
寺
化
し
、
山
王
一
実
神
道
に
基
づ
い
た
神
仏
習
合

の
祭
祀
を
執
行
し
て
教
線
を
伸
ば
し
て
い
た
天
台
宗
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
新
政
府
が
発
令
し

た
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
甚
大
な
打
撃
を
蒙
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
五
年
に
開
始
さ
れ
た
教
部
省
に
よ
る

（
１
）

教
導
職
制
度
に
取
り
込
ま
れ
、
他
の
仏
教
教
団
と
共
に
神
道
に
基
づ
く
国
民
教
化
政
策
に
従
事
し
た
が
、

同
八
年
の
神
仏
合
同
大
教
院
廃
止
に
伴
い
教
部
省
が
発
令
し
た
「
信
教
自
由
の
口
達
」
を
契
機
に
、
天
台

宗
の
教
義
を
踏
ま
え
た
新
た
な
宗
務
を
実
施
す
る
こ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）

発
表
者
は
、
拙
稿
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
経
緯
で
始
ま
っ
た
天
台
宗
宗
務
組
織
の
形
成
過
程
に
つ
い
て

以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
明
治
一
三
年
に
天
台
宗
初
め
て
の
議
会
で
あ
る
大
会
議
が
開
催

さ
れ
、
教
団
運
営
の
基
本
方
針
と
な
る
「
学
林
を
扶
起
し
て
教
行
を
翼
張
す
る
事
」
、
「
宗
務
を
改
理
し

て
本
末
を
維
持
す
る
事
」
の
二
大
綱
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
②
著
し
い
荒
廃
の
状
況
に
あ
っ
た
延
暦
寺
の

堂
塔
伽
藍
を
復
興
さ
せ
る
た
め
に
、
明
治
政
府
の
支
援
の
下
で
久
邇
宮
朝
彦
親
王
を
会
長
と
す
る
崇
叡
会

が
組
織
さ
れ
、
全
国
的
な
勧
進
活
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
、
③
大
会
議
に
よ
っ
て
初
め
て
の
教
団
規
則
が

作
ら
れ
る
が
、
宗
内
で
の
紛
争
が
原
因
で
円
滑
な
運
用
が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
、
④
明
治
一
七
年
に
出
さ
れ

た
太
政
官
布
達
第
一
九
号
の
規
定
に
よ
り
宗
制
寺
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
『
天
台
宗
宗
制
寺
法
』

が
同
一
八
年
六
月
に
内
務
省
よ
り
認
可
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

（
３
）

本
発
表
で
は
、拙
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
て
明
治
中
期
に
お
け
る
宗
務
組
織
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

発
表
者
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
天
台
宗
の
布
教
活
動
を
主
導
し
た
宗
務
庁

職
員
の
芦
津
実
全
は
、
神
仏
分
離
令
の
影
響
で
停
滞
す
る
教
団
の
現
状
を
嘆
き
、
西
日
本
各
地
を
精
力
的

に
巡
教
し
て
教
線
の
回
復
に
努
め
た
が
、
そ
の
よ
う
な
教
団
の
状
況
を
踏
ま
え
て
宗
務
庁
が
展
開
し
た
施

（
４
）

策
の
内
容
と
、
逢
着
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

一

『
天
台
宗
宗
則
』
の
制
定

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
成
立
し
た
『
天
台
宗
宗
制
寺
法
』
は
、
同
一
三
年
の
大
会
議
に
お
け
る

議
論
の
枠
組
み
を
継
承
し
、
僧
侶
の
教
育
課
程
を
定
義
し
た
甲
第
一
大
綱
宗
制
一
〇
章
と
、
寺
格
・
教
師

等
級
・
住
職
任
免
方
法
な
ど
を
規
定
し
た
乙
第
二
大
綱
一
三
章
の
全
二
三
章
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
『
山

（
５
）

家
学
生
式
』
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
と
、
そ
れ
に
結
び
付
け
ら
れ
た
教
師
等
級
は
天
台
宗
の
理
念
を
示
し

た
も
の
と
評
価
で
き
る
が
、
明
治
二
一
年
に
早
く
も
改
正
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
月
二
五
日
に
会
議
の
開
催
が
各
府
県
の
宗
務
取
締
に
下
達
さ
れ
、
六
月
一
日
に
各
府
県
か
ら
選
ば
れ

た
議
員
三
六
名
と
番
外
議
員
一
五
名
が
滋
賀
院
に
召
集
さ
れ
た
。
四
日
か
ら
行
わ
れ
た
本
会
議
の
冒
頭
で

（
６
）

天
台
座
主
大
杉
覚
宝
代
理
の
村
田
寂
順
が
開
会
旨
趣
を
読
み
上
げ
、
議
題
が
宗
制
寺
法
の
改
良
・
興
学
布

教
・
本
山
維
持
の
三
点
に
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
「
布
教
の
点
に
至
て
は
（
中
略
）
之
を
勉
む
る

者
は
少
く
之
を
怠
る
者
は
多
し
、
（
中
略
）
憲
法
制
規
の
厳
な
ら
さ
る
に
依
ら
さ
る
は
な
し
」
と
、
規
則

の
不
備
が
布
教
活
動
を
停
滞
さ
せ
た
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

（
７
）

会
議
の
結
果
、
甲
一
二
章
・
乙
一
〇
章
で
構
成
さ
れ
る
『
天
台
宗
定
則
』
が
制
定
さ
れ
、
九
月
一
八
日
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に
内
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
が
、
管
見
の
限
り
で
は
原
本
を
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
内
容
の
詳
細
は
不
明

（
８
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
会
議
後
に
宗
務
庁
よ
り
出
さ
れ
た
通
達
か
ら
次
の
六
点
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
①
天
台
座
主
の
公
選
、
②
宗
務
庁
幹
部
と
各
地
方
宗
務
正
副
取
締
の
公
選
、
③
職

級
義
納
金
の
徴
収
、
④
学
林
制
度
の
定
義
、
⑤
大
教
区
の
設
置
、
⑥
宗
務
庁
の
移
転
で
あ
る
。

①
天
台
座
主
の
公
選
は
、
大
杉
の
遷
化
後
に
選
挙
の
実
施
を
示
達
し
た
明
治
二
三
年
二
月
一
〇
日
「
庚

寅
宗
達
第
二
号
」
か
ら
、
所
撰
者
（
被
選
挙
権
者
）
が
探
題
の
職
に
あ
る
僧
侶
七
名
、
能
撰
者
（
選
挙
権

者
）
が
四
等
別
格
寺
以
上
末
寺
住
職
・
各
府
県
宗
務
正
取
締
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
月
一
六

（
９
）

日
に
開
票
が
行
わ
れ
、
三
浦
実
源
が
当
選
し
た
。
明
治
二
六
年
三
月
に
三
浦
は
改
選
を
迎
え
て
お
り
、
任

（
１
０
）

（
１
１
）

期
は
三
年
で
あ
っ
た
。

②
宗
務
庁
幹
部
と
各
地
方
宗
務
正
副
取
締
の
公
選
は
、
明
治
二
一
年
七
月
の
通
達
に
よ
り
実
施
が
指
示

さ
れ
た
。
宗
務
庁
幹
部
に
つ
い
て
は
明
治
二
一
年
九
月
一
〇
日
「
宗
務
庁
告
示
戊
子
第
五
号
」
で
結
果
が

（
１
２
）

公
表
さ
れ
て
お
り
、
総
務
局
長
に
中
山
玄
航
、
庶
務
課
長
兼
議
事
課
長
に
福
恵
道
貫
、
法
務
課
長
兼
教
務

課
長
に
清
見
淑
栄
、
学
務
課
長
兼
文
書
課
長
に
坊
城
皎
然
、
会
計
課
長
兼
山
務
課
長
に
高
木
習
道
が
当
選

し
て
い
る
。
任
期
は
宗
務
庁
幹
部
・
各
地
方
宗
務
正
副
取
締
と
も
に
三
年
で
あ
る
。

（
１
３
）

（
１
４
）

③
職
階
義
納
金
の
徴
収
は
、
明
治
二
一
年
九
月
一
九
日
「
宗
務
庁
戊
子
達
第
六
号
」
で
七
月
分
か
ら
の

開
始
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
主
た
る
賦
課
金
と
し
て
寺
格
に
応
じ
て
末
寺
に
割
り
付
け
ら
れ
る
諸

（
１
５
）

寺
院
課
金
が
存
在
し
た
が
、
興
学
布
教
と
本
山
維
持
の
た
め
に
教
師
等
級
に
応
じ
て
住
職
個
人
が
毎
年
負

担
す
る
新
た
な
財
源
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
二
年
度
の
宗
務
庁
会
計
出
納
報
告
で
は
歳
入
七

二
一
四
円
六
四
銭
三
厘
四
毛
の
う
ち
諸
寺
院
課
金
が
五
〇
二
九
円
二
五
銭
五
厘
と
約
七
割
を
占
め
て
お

り
、
職
級
義
納
金
は
二
四
八
円
四
三
銭
八
厘
と
少
額
に
止
ま
っ
て
い
た
。

（
１
６
）

④
学
林
制
度
の
定
義
は
、
明
治
二
二
年
六
月
一
三
日
の
「
己
丑
宗
達
第
七
号
教
育
例
」
に
お
い
て
学
校

は
小
学
林
・
中
学
林
・
大
学
林
・
大
学
林
支
校
の
四
種
類
に
す
る
と
さ
れ
、
明
治
一
八
年
『
天
台
宗
宗
制

（
１
７
）

寺
法
』
で
の
教
育
制
度
の
枠
組
み
が
引
き
継
が
れ
た
。
「
己
丑
宗
達
第
七
号
教
育
例
」
に
先
行
し
て
下
達

さ
れ
た
一
月
一
五
日
「
己
丑
告
第
弐
号
」
で
教
育
課
程
が
示
さ
れ
て
お
り
、
大
学
林
が
五
年
、
中
学
林
が

四
年
、
小
学
林
が
二
年
の
修
学
期
間
と
さ
れ
た
。

（
１
８
）

⑤
大
教
区
の
設
置
は
、
明
治
二
二
年
六
月
一
三
日
「
己
丑
宗
達
第
六
号
」
に
お
い
て
布
教
拡
張
の
た
め

に
全
国
を
九
つ
の
大
教
区
に
分
け
、
教
区
ご
と
に
大
教
長
、
府
県
ご
と
に
教
長
・
副
教
長
を
設
置
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
己
丑
宗
達
第
六
号
」
で
総
教
長
、
七
月
一
三
日
付
の
任
免
辞
令
で
教
長
が
任

（
１
９
）

命
さ
れ
て
お
り
、
表
１
で
示
し
た
教
長
の
選
出
府
県
か
ら
、
第
一
教
区
が
関
東
西
部
、
第
二
教
区
が
近
畿
、

（
２
０
）

第
三
教
区
が
山
陽
・
四
国
、
第
四
教
区
が
東
海
、
第
五
教
区
が
九
州
、
第
六
教
区
が
山
陰
、
第
七
教
区
が

北
陸
、
第
八
教
区
が
関
東
東
部
、
第
九
教
区
が
東
北
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑥
宗
務
庁
の
移
転
は
、
明
治
二
一
年
九
月
一
九
日
「
宗
務
庁
戊
子
告
第
七
号
」
で
示
達
さ
れ
て
お
り
、

浅
草
寺
伝
法
院
か
ら
滋
賀
院
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
１
）

以
上
の
よ
う
に
、
『
天
台
宗
定
則
』
に
よ
っ
て
新
た
な
教
団
の
運
営
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
実
行
は
膠
着
し
た
。
宗
務
庁
の
幹
部
職
員
は
、
選
挙
か
ら
わ
ず
か
二
ヵ
月
後
の
明
治
二
一
年
一

一
月
に
「
総
務
局
長
を
始
め
情
願
の
廉
を
座
主
猊
下
に
は
御
斟
量
あ
り
て
、
去
る
十
一
日
解
免
に
な
り
た

る
と
同
日
に
新
任
者
に
辞
令
を
御
手
渡
し
に
成
り
た
り
」
と
天
台
座
主
に
辞
任
を
嘆
願
し
て
お
り
、
選
挙

を
経
ず
し
て
総
務
局
長
は
石
室
孝
暢
、
法
務
課
長
は
坊
城
皎
然
、
教
務
課
長
は
奥
田
貫
照
、
庶
務
兼
議
事

課
長
は
尾
上
慈
純
、
学
務
兼
文
書
課
長
は
吉
田
源
応
、
会
計
兼
山
務
課
長
は
筧
舜
海
に
交
替
さ
れ
た
。
各

（
２
２
）

大
教
区
の
副
教
長
は
、
明
治
二
二
年
一
〇
月
二
六
日
に
第
五
教
区
で
九
名
、
一
二
月
一
三
日
に
第
八
教
区
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で
五
名
が
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
止
ま
っ
て
お
り
、
各
府
県
下
に
設
置
す
べ
き
中
学
林
も
明
治
二
二
年
一
一

（
２
３
）

月
段
階
で
一
三
校
が
認
可
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二
二
年
度
会
計
は
前
年
度
借
入
金
返
済

（
２
４
）

に
一
四
五
〇
円
三
九
銭
四
厘
七
毛
を
要
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
一
三
三
〇
円
五
三
銭
二
厘
五
毛
の
歳
入
不
足

を
発
生
さ
せ
て
お
り
、
諸
納
金
の
納
入
を
督
促
す
る
通
達
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。

（
２
５
）

神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
教
団
が
受
け
た
痛
手
は
人
材
や
財
源
の
面
か
ら
見
て
も
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
り
、
理
念
と
現
実
と
の
乖
離
を
埋
め
る
こ
と
は
明
治
中
期
に
至
っ
て
も
難
し
か
っ
た

の
で
あ
る
。

二

宗
政
の
停
滞
と
天
台
座
主
選
挙
結
果
の
取
消

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
一
九
日
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
根
本
中
堂
を
修
繕
す
る
工
事
の
開
始

が
宗
内
に
示
達
さ
れ
た
。
滋
賀
県
の
土
木
技
師
に
よ
る
設
計
見
積
金
額
は
一
万
〇
八
一
六
円
九
三
銭
余
に

及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
末
寺
一
ヵ
寺
あ
た
り
一
円
が
三
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
徴
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
堂

（
２
６
）

塔
伽
藍
保
存
の
た
め
に
明
治
一
五
年
に
設
立
さ
れ
た
崇
叡
会
は
、
同
二
〇
年
ま
で
に
五
〇
万
円
の
勧
進
を

目
指
し
て
い
た
が
、
同
二
一
年
八
月
段
階
で
募
集
金
額
は
一
八
万
六
〇
〇
〇
円
余
に
止
ま
っ
て
い
た
。
明

（
２
７
）

治
二
二
年
九
月
二
〇
日
「
崇
叡
会
己
丑
達
第
壱
号
」
で
「
募
集
の
元
金
は
既
に
滋
賀
県
庁
の
監
護
を
受
け
、

素
よ
り
支
出
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
而
し
て
其
利
潤
僅
に
本
会
の
需
用
常
費
を
弁
す
る
に
止
ま
る
を
如

何
せ
ん
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
崇
叡
会
の
募
集
金
は
滋
賀
県
に
よ
る
管
理
の
下
で
運
用
さ
れ
る

（
２
８
）

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
目
標
額
に
達
し
な
い
状
況
で
根
本
中
堂
の
修
繕
に
支
出
す
る
利
潤
を
生
み
出
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
〇
月
二
三
日
に
、
臨
時
営
繕
部
を
宗
務
庁
内
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
末
寺
・
檀
信
徒
に
対

す
る
篤
志
勧
募
の
た
め
に
東
部
・
西
部
巡
回
総
監
及
び
巡
回
員
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
部
地

（
２
９
）

方
を
担
当
し
た
清
見
淑
栄
と
田
中
孝
永
は
明
治
二
三
年
一
月
一
七
日
に
帰
山
し
、
三
〇
〇
〇
円
の
篤
志
を

集
め
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
〇
月
三
一
日
に
総
工
費
が
二
万
四
一
〇
〇
円
余
に
膨
れ
上

（
３
０
）

が
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
一
月
二
二
日
に
西
塔
転
法
輪
堂
・
横
川
中
堂
の
修
繕
計
画
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
財
政
難
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

（
３
１
）

教
学
・
布
教
活
動
も
低
調
が
続
い
た
。
明
治
二
二
年
一
二
月
一
三
日
「
己
丑
告
第
六
号
」
で
は
、
同
二

一
年
六
月
一
三
日
に
徒
弟
の
養
育
を
怠
る
一
三
等
寺
以
上
の
末
寺
に
対
し
て
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と
、
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
者
は
具
陳
す
る
こ
と
が
告
諭
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
届
け
出
を
怠
り
「
断
仏

種
の
責
め
」
を
免
れ
な
い
者
が
存
在
す
る
の
で
、
同
二
三
年
三
月
一
五
日
ま
で
に
徒
弟
無
き
者
は
必
ず
取

り
立
て
て
届
け
出
る
よ
う
厳
達
さ
れ
た
。

（
３
２
）

こ
の
よ
う
な
宗
務
庁
の
方
針
に
反
発
す
る
論
説
が
『
四
明
余
霞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
鷲
谷
順
信
の
「
仏

像
あ
る
を
知
て
仏
性
あ
る
を
知
ら
ず
」
で
あ
り
、
次
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
史
料
１
）

一
派
寺
院
子
弟
を
養
育
し
て
断
仏
種
た
ら
し
む
る
勿
れ
の
厳
命
あ
り
、
（
中
略
）
然
る
に
現
今
中
学

林
の
設
置
あ
る
幾
県
な
る
や
、
大
学
林
入
校
の
生
徒
も
亦
幾
県
よ
り
幾
人
出
る
や
、
（
中
略
）
吾
か

県
内
の
如
き
は
、
僅
少
の
疲
弊
寺
院
の
み
な
れ
は
、
即
今
的
切
な
る
中
学
林
設
置
方
法
に
於
て
ハ
、

各
寺
住
職
は
度
々
集
額
胸
撫
す
る
処
な
る
も
、
未
た
其
の
手
段
に
至
ら
す
、
且
又
僻
陬
の
地
た
る
や
、

其
の
師
範
た
る
人
材
に
乏
し
、
是
を
他
に
聘
用
す
る
の
資
途
も
亦
無
し
、
（
中
略
）
飯
袋
子
と
云
ふ

可
き
円
頂
累
々
山
を
成
す
も
、
伝
道
の
法
器
と
は
云
ふ
可
か
ら
す
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鷲
谷
の
自
坊
が
あ
る
長
崎
県
は
疲
弊
寺
院
ば
か
り
で
あ
り
、
中
学
林
を
設
置
す
る
余
裕
が
な
く
、
教
員

を
務
め
る
人
材
も
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
徒
弟
を
養
育
し
て
も
、
「
飯
袋
子
」
、

す
な
わ
ち
食
べ
る
だ
け
の
役
立
た
ず
が
累
々
山
を
成
す
だ
け
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

（
３
３
）

依
然
と
し
て
宗
政
が
行
き
詰
ま
る
中
で
、
先
述
し
た
通
り
天
台
座
主
で
あ
る
三
浦
の
任
期
が
明
治
二
六

年
三
月
に
満
了
を
迎
え
た
。
所
撰
者
全
員
が
三
浦
の
留
任
を
求
め
た
た
め
に
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
四

等
別
格
寺
以
上
末
寺
住
職
と
各
府
県
下
宗
務
取
締
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
「
改
選
法
ヲ
省

（
３
４
）

キ
御
留
任
ヲ
請
フ
意
見
」
が
一
六
一
名
、
「
宗
則
規
定
ニ
拠
リ
改
撰
ヲ
望
ム
意
見
」
が
七
名
と
、
三
浦
は

圧
倒
的
多
数
の
支
持
を
受
け
て
留
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
明
治
二
七
年
九
月
二
〇
日
に
病
気
の
悪
化

で
辞
意
を
表
明
し
、
一
〇
月
九
日
に
遷
化
し
た
。
後
任
を
決
め
る
投
票
は
二
五
日
に
開
票
さ
れ
、
中
山
玄

（
３
５
）

航
が
一
二
五
点
と
、
八
八
点
を
得
た
村
田
寂
順
を
押
さ
え
て
当
選
し
て
い
る
。

（
３
６
）

中
山
の
天
台
座
主
就
任
に
つ
い
て
内
務
省
は
な
か
な
か
認
可
を
出
さ
ず
、
明
治
二
八
年
二
月
二
五
日
に

至
り
選
挙
結
果
の
取
消
を
命
令
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
選
挙
の
実
施
を
通
達
し
た
明
治
二
七
年
九
月
二
二

日
「
甲
午
宗
達
第
五
号
」
に
示
さ
れ
た
能
選
者
が
宗
務
副
取
締
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
『
天
台
宗
宗

則
』
の
規
定
に
違
反
し
た
た
め
と
さ
れ
た
。
宗
務
副
取
締
の
投
票
数
は
八
〇
票
に
達
し
た
の
で
あ
る
が
、

（
３
７
）

こ
の
よ
う
な
違
反
が
行
わ
れ
た
裏
面
の
事
情
が
『
明
教
新
誌
』
の
論
説
「
諸
本
山
住
職
撰
挙
に
就
て
」
で

以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
３
８
）

（
史
料
２
）

天
台
宗
座
主
公
撰
の
挙
あ
る
や
道
路
相
伝
へ
て
言
ふ
、
頗
ぶ
る
威
望
あ
る
二
三
の
者
相
結
托
し
て
檄

を
四
方
に
伝
へ
、
且
つ
其
能
撰
の
資
格
あ
ら
ざ
る
者
数
十
名
を
挙
げ
て
以
て
能
撰
の
事
に
与
か
ら
し

め
、
而
し
て
始
め
て
其
投
票
の
多
同
を
得
た
る
者
な
り
、
（
中
略
）
某
甲
大
僧
正
は
候
補
者
の
第
一

位
に
在
り
、
而
し
て
一
宗
の
公
衆
亦
皆
其
座
主
た
る
に
適
当
な
る
を
知
る
、
然
れ
ど
も
某
甲
大
僧
正

自
ら
其
職
に
就
く
こ
と
を
厭
ひ
、
之
を
遁
れ
ん
と
す
る
に
路
な
き
を
困
み
、
乃
ち
二
三
の
者
に
使
嗾

し
て
檄
を
四
方
に
伝
へ
、
撰
票
を
他
の
某
甲
大
僧
正
に
投
ぜ
し
め
た
る
に
は
非
ざ
る
乎

史
料
上
の
「
某
甲
大
僧
正
」
は
村
田
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
拙
稿
で
指
摘
し
た
通
り
、
村
田
は
明
治

前
期
の
宗
教
行
政
に
深
く
関
わ
っ
た
天
台
宗
を
代
表
す
る
宗
政
家
で
あ
り
、
「
候
補
者
の
第
一
位
」
に
目

（
３
９
）

さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
田
は
天
台
座
主
へ
の
就
任
を
忌
避
し
、
「
威
望
あ
る

二
三
の
者
」
に
対
し
て
中
山
に
投
票
す
る
運
動
を
す
る
よ
う
使
嗾
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
説
の
真

偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
が
、
村
田
は
明
治
二
七
年
二
月
一
〇
日
よ
り
総
務
局
長
の
職
に
あ
り
、
選
挙
の

（
４
０
）

実
施
要
領
を
左
右
で
き
る
立
場
に
い
た
。
こ
の
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
は
、
宮
門
跡
派
と
山
門
派
に
よ
る
激
し

い
競
争
が
存
在
し
た
と
も
さ
れ
て
お
り
、
直
面
す
る
課
題
の
困
難
さ
を
憂
慮
す
る
気
持
ち
が
村
田
を
し
て

（
４
１
）

右
の
よ
う
な
行
動
を
取
ら
せ
た
と
考
え
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

先
述
し
た
通
り
、
『
天
台
宗
宗
則
』
制
定
直
後
に
も
宗
務
庁
幹
部
職
員
が
挙
げ
て
辞
任
を
嘆
願
し
て
お

り
、
村
田
の
前
任
の
総
務
局
長
で
あ
っ
た
石
室
孝
暢
も
再
三
に
わ
た
っ
て
辞
意
を
表
明
し
て
い
た
。
宗
政

（
４
２
）

の
舵
取
り
役
を
欠
く
よ
う
な
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、
再
度
教
団
が
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
抜

本
的
な
議
論
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

三

『
天
台
宗
憲
章
』
の
制
定

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月
二
六
日
に
宗
制
寺
法
改
正
編
纂
委
員
七
名
が
任
じ
ら
れ
、
八
月
九
日

に
「
従
来
ノ
旧
記
ヲ
貯
蔵
ス
ル
者
ハ
之
を
集
輯
シ
以
テ
編
纂
ノ
材
料
ト
シ
、
又
自
治
ノ
宗
政
ニ
適
時
ス
ル
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各
自
ノ
意
見
ヲ
提
出
セ
シ
メ
其
参
考
ノ
資
糧
ニ
供
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
、
規
則
編
纂
の
た
め
に
過
去
の

記
録
と
末
寺
住
職
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
九
年
四
月
二
九
日
に
闔
宗
会

（
４
３
）

議
綱
領
及
び
議
員
撰
出
法
が
出
さ
れ
、
規
則
改
正
の
内
容
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
４
）

闔
宗
会
議
の
開
催
に
先
立
つ
六
月
一
五
日
に
発
せ
ら
れ
た
「
丙
申
宗
達
第
七
号
」
で
、
既
に
内
務
大
臣

の
認
可
を
得
た
天
台
座
主
撰
任
法
が
示
達
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
天
台
座
主
の
公
選
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
選
任
方
法
と
し
て
、
①
天
台
座
主
選
任
の
資
格
を
二
等
寺
以
上
の
現
住
職
で
探
題
の
経
歴
を
経
た

者
に
限
る
こ
と
、
②
有
資
格
者
が
二
名
以
上
存
在
し
た
場
合
は
、
教
師
等
級
の
高
下
→
教
師
補
任
日
付
の

前
後
→
法
臘
の
高
下
→
年
齢
の
高
下
の
順
で
高
位
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
、
③
②
の
条
件
が
総
て
同
一
の

場
合
は
抽
選
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
４
５
）

改
正
規
則
が
制
定
さ
れ
る
前
に
天
台
座
主
選
任
法
が
決
定
さ
れ
た
理
由
に
は
、
内
務
省
に
よ
る
強
力
な

行
政
指
導
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
が
、
宗
内
に
お
い
て
天
台
座
主
の
公
選
に
懐
疑
的
な
意
見
が
あ
っ
た
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
。
『
四
明
余
霞
』
掲
載
の
論
説
「
管
長
撰
挙
法
を
廃
す
へ
し
」
で
は
、
「
抑
も
管
長
な

る
も
の
は
一
宗
一
派
の
主
権
者
に
て
、
闔
宗
全
派
の
門
末
が
、
仰
て
師
事
し
、
伏
て
尊
奉
す
る
所
の
無
比

最
勝
の
神
職
者
に
あ
ら
ず
や
、
此
の
神
聖
者
に
し
て
末
徒
の
選
挙
に
依
憑
す
る
も
の
と
す
る
は
、
矛
盾
の

甚
き
な
り
」
と
、
天
台
宗
に
お
け
る
全
て
の
僧
侶
と
檀
信
徒
が
師
と
し
て
仰
ぐ
天
台
座
主
を
選
挙
で
選
ぶ

と
い
う
行
為
は
教
団
の
在
り
方
と
し
て
矛
盾
が
甚
だ
し
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
選

（
４
６
）

任
法
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
天
台
座
主
は
村
田
で
あ
り
、
六
月
二
四
日
に
内
務
省
の
認
可
を
得
た
。

（
４
７
）

闔
宗
会
議
は
七
月
一
七
日
に
開
会
さ
れ
、
全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
三
〇
名
と
特
選
議
員
五
名
が
参

加
し
て
一
八
日
か
ら
議
事
が
進
め
ら
れ
、
翌
月
七
日
に
結
了
し
た
。
議
論
の
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
『
天
台

（
４
８
）

宗
憲
章
』
は
内
務
省
の
認
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
折
衝
は
難
航
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
治

二
〇
年
代
に
各
教
団
で
頻
発
し
た
紛
争
の
解
決
に
手
を
焼
い
た
内
務
省
は
、
規
則
の
改
正
認
可
に
慎
重
な

姿
勢
を
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
『
天
台
宗
憲
章
』
の
速
や
か
な
認
可
と
改
正
事
項
の
円
滑
な
実
施
の

（
４
９
）

た
め
に
八
月
六
日
に
宗
憲
実
施
期
成
会
が
組
織
さ
れ
た
。
期
成
会
の
請
願
委
員
と
内
務
省
と
の
半
年
に
わ

（
５
０
）

た
る
協
議
を
経
て
、
明
治
三
〇
年
六
月
一
一
日
に
『
天
台
宗
憲
章
』
は
認
可
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

（
５
１
）

『
天
台
宗
憲
章
』
は
、
全
三
四
章
で
あ
り
、
条
文
は
二
二
六
条
に
及
ん
で
い
る
。
全
体
は
第
一
編
元
典

（
５
２
）

と
第
二
編
従
典
に
分
か
れ
、
元
典
部
分
は
一
宗
総
会
議
全
員
と
精
査
局
精
査
員
全
員
一
致
、
従
典
部
分
は

一
宗
総
会
議
議
員
一
〇
分
の
六
以
上
と
精
査
局
の
賛
同
を
得
な
け
れ
ば
改
正
で
き
な
い
と
さ
れ
た
（
一
宗

総
会
議
に
つ
い
て
は
後
述
、
精
査
局
は
各
種
会
議
の
議
決
事
項
を
精
査
す
る
機
関
）
。
ま
た
、
施
行
細
則

と
し
て
『
天
台
宗
宗
則
』
が
附
属
し
て
お
り
、
全
一
〇
号
二
一
二
条
構
成
に
な
っ
て
い
た
。

第
二
編
と
『
天
台
宗
宗
則
』
に
お
い
て
教
団
運
営
の
具
体
的
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
が
、
重
視
さ
れ
る

の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
教
師
等
級
・
寺
格
と
そ
れ
に
対
応
す
る
負
担
金
な
ど
の
様
々
な
体
系

が
改
め
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
２
の
よ
う
な
一
四
級
の
教
師
等
級
と
義
納
金
が
、

表
３
の
よ
う
な
一
八
級
の
寺
格
と
教
師
称
号
・
寺
格
金
・
住
職
補
任
礼
禄
金
が
設
定
さ
れ
た
。
住
職
補
任

礼
禄
金
は
、
明
治
一
八
年
『
天
台
宗
宗
制
寺
法
』
制
定
に
伴
っ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
に
比
較
す
る
と
、
一

（
５
３
）

等
別
格
寺
が
一
五
円
か
ら
二
五
円
、二
等
別
格
寺
が
五
円
か
ら
二
〇
円
な
ど
大
幅
な
増
額
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
従
来
は
存
在
し
な
か
っ
た
定
期
的
な
議
会
で
あ
る
一
宗
会
議
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
宗
会
議
は
第
一
種
総
会
議
と
第
二
種
例
年
会
議
に
分
か
れ
、
前
者
は
教
区
ご
と
に
選
出
さ
れ
た
議
員
に

よ
り
四
年
に
一
回
、
後
者
は
総
会
議
議
員
よ
り
互
選
さ
れ
た
議
員
が
毎
年
一
回
定
期
開
催
す
る
も
の
と
さ

れ
た
。

第
三
に
、
布
教
活
動
の
基
盤
で
あ
る
教
区
が
再
定
義
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
教
区
は
全
国
で
三
〇
教
区
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が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。
各
教
区
に
は
教
区
内
寺
院
住
職
に
よ
っ
て
互
選
さ
れ
た
宗
務
取
締
・
同
副
取
締

と
、
選
挙
を
経
な
い
で
任
命
さ
れ
る
教
長
・
副
教
長
が
置
か
れ
、
前
者
は
宗
費
の
徴
集
な
ど
の
諸
宗
務
を
、

後
者
は
寺
院
教
師
の
布
教
成
績
・
檀
信
徒
の
信
仰
程
度
を
精
査
監
督
す
る
任
務
を
担
う
と
さ
れ
た
。

定
期
的
な
議
会
の
開
催
は
末
寺
の
意
見
を
宗
政
に
生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
の
現
れ
で
あ
り
、
教
団
運
営

の
あ
り
方
は
大
き
く
変
化
し
た
と
い
え
る
。
『
天
台
宗
憲
章
』
の
新
た
な
要
素
を
含
ん
だ
詳
細
な
規
定
や

宗
憲
実
施
期
成
会
の
結
成
は
、
困
難
な
現
実
を
少
し
で
も
理
念
へ
近
づ
け
よ
う
と
す
る
教
団
を
挙
げ
た
営

為
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
発
表
の
内
容
を
整
理
し
た
い
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
『
天
台
宗
宗
制
寺
法
』
を
改
正
す
る
形

式
で
制
定
さ
れ
た
同
二
一
年
『
天
台
宗
宗
則
』
は
、
新
た
な
財
源
と
し
て
の
職
級
義
納
金
や
、
布
教
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
九
大
教
区
設
定
な
ど
、
興
学
布
教
・
本
山
維
持
と
い
う
目
標
の
達
成
を
意
図
し

た
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
地
方
寺
院
の
実
情
は
『
天
台
宗
宗
則
』
の
内
容
に
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
財
源
は
大
き
く
不
足
し
、
教
育
・
布
教
活
動
と
も
に
低
迷
が
続
い
た
。
ま
た
、
崇
叡

会
に
よ
る
勧
進
が
十
分
に
展
開
し
な
い
中
で
始
ま
っ
た
根
本
中
堂
の
修
繕
工
事
は
、
財
政
難
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
団
運
営
の
膠
着
状
況
を
打
開
す
る
有
効
な
手
段
が
見
出
せ
な
い
状
況
は
、
宗
内
で
中
心
的
立
場
に
い

た
僧
侶
の
宗
務
に
対
す
る
意
欲
を
奪
う
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
『
天
台
宗
宗
則
』
で
定
め
ら
れ
た
天
台

座
主
や
宗
務
庁
幹
部
の
公
選
制
度
は
、
内
務
省
に
よ
る
天
台
座
主
選
挙
結
果
の
取
消
一
件
で
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
適
切
な
人
物
を
選
出
す
る
と
い
う
本
来
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

天
台
宗
は
、『
天
台
宗
宗
則
』
編
纂
以
来
の
闔
宗
会
議
を
開
催
し
、
議
論
の
結
果
と
し
て
制
定
し
た
『
天

台
宗
憲
章
』
で
新
た
な
教
団
運
営
の
方
向
性
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
定
期
的
に
実
施
す
る
一
宗
会
議
の
設

置
、
教
区
の
再
編
成
、
賦
課
金
の
増
徴
を
主
た
る
内
容
と
し
て
お
り
、
宗
内
の
同
意
を
調
達
し
な
が
ら
財

政
を
再
建
し
て
興
学
布
教
・
本
山
維
持
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
目
標
の
帰

趨
は
、
『
天
台
宗
憲
章
』
の
規
定
を
ど
こ
ま
で
実
体
化
で
き
る
か
と
い
う
宗
内
僧
侶
一
人
ひ
と
り
の
努
力

に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
拙
著
『
近
世
の
天
台
宗
と
延
暦
寺
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
２
）
梅
田
義
彦
『
改
訂
増
補
日
本
宗
教
制
度
史
〈
近
代
篇
〉
』（
東
宣
出
版
、
一
九
七
一
年
）、
柏
原
祐
泉
『
日
本
仏
教
史

近
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）。

（
３
）
拙
稿
「
明
治
前
期
に
お
け
る
天
台
宗
宗
務
組
織
の
形
成
」（
『
天
台
学
報
』
六
四
、
二
〇
二
二
年
）。

（
４
）
拙
稿
「
芦
津
実
全
と
『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
」（
『
禅
学
研
究
』
九
九
、
二
〇
二
一
年
）。

（
５
）
註
（
３
）
前
掲
拙
稿
。

（
６
）『
四
明
余
霞
』
五
号
・
六
号
。

（
７
）『
四
明
余
霞
』
六
号
。

（
８
）
渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
第
一
書
房
、
一
九
七
三
年
）。

（
９
）『
四
明
余
霞
』
二
六
号
。

（

）『
四
明
余
霞
』
二
七
号
。

10
（

）『
四
明
余
霞
』
六
三
号
。

11
（

）『
四
明
余
霞
』
七
号
。

12
（

）『
四
明
余
霞
』
九
号
。

13
（

）
宗
務
庁
幹
部
は
、
明
治
二
四
年
八
月
二
〇
日
に
根
本
中
堂
修
繕
工
事
が
継
続
中
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
一

14

年
間
任
期
が
延
長
さ
れ
（
『
四
明
余
霞
』
四
四
号
）
、
明
治
二
五
年
八
月
二
〇
日
に
改
選
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
（
『
四
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明
余
霞
』
五
六
号
）。
各
地
方
宗
務
正
副
取
締
は
明
治
二
四
年
七
月
一
〇
日
に
改
選
が
通
達
さ
れ
た
（
『
四
明
余
霞
』

四
三
号
）。

（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
号
。

15
（

）『
四
明
余
霞
』
二
八
号
附
録
。

16
（

）『
四
明
余
霞
』
一
八
号
。

17
（

）『
四
明
余
霞
』
一
三
号
。

18
（

）『
四
明
余
霞
』
一
八
号
。

19
（

）『
四
明
余
霞
』
二
〇
号
。

20
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
号
。

21
（

）『
四
明
余
霞
』
一
一
号
。

22
（

）『
四
明
余
霞
』
二
三
号
・
二
四
号
。

23
（

）『
四
明
余
霞
』
二
三
号
。

24
（

）
明
治
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
と
同
二
三
年
五
月
二
〇
日
に
諸
納
金
未
納
に
つ
い
て
督
促
す
る
通
達
が
出
さ
れ
て
い

25

る
（
『
四
明
余
霞
』
二
四
号
・
二
九
号
）。

（

）『
四
明
余
霞
』
二
〇
号
。

26
（

）
註
（
３
）
前
掲
拙
稿
、『
四
明
余
霞
』
一
一
号
。

27
（

）『
四
明
余
霞
』
二
一
号
。

28
（

）『
四
明
余
霞
』
二
二
号
。

29
（

）『
四
明
余
霞
』
二
五
号
。

30
（

）
『
四
明
余
霞
』
三
五
号
・
三
六
号
。

西
塔
転
法
輪
堂
・
横
川
中
堂
の
設
計
額
は
一
万
二
八
五
七
円
三
六
銭
七
厘
に

31

達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
『
四
明
余
霞
』
四
〇
号
）。

（

）『
四
明
余
霞
』
二
四
号
、『
明
教
新
誌
』
二
四
三
四
号
。

32
（

）
『
四
明
余
霞
』
二
七
号
。
『
四
明
余
霞
』
七
六
号
の
論
説
「
奠
都
祭
に
就
て
」
か
ら
、
鷺
谷
の
自
坊
が
長
崎
県
に
あ

33

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（

）『
四
明
余
霞
』
六
三
号
。

34
（

）『
四
明
余
霞
』
八
一
号
・
八
二
号
。

35
（

）『
四
明
余
霞
』
八
三
号
。

36
（

）『
明
教
新
誌
』
三
五
五
一
号
。

37
（

）『
明
教
新
誌
』
三
五
〇
二
号
。

38
（

）
註
（
３
）
前
掲
拙
稿
。

39
（

）『
四
明
余
霞
』
七
四
号
。

40
（

）『
明
教
新
誌
』
三
四
九
六
号
。

41
（

）『
四
明
余
霞
』
七
三
号
。
石
室
は
「
再
三
の
辞
表
を
以
て
遂
に
其
椅
子
を
返
還
せ
ら
れ
た
り
」
と
強
硬
に
辞
意
を
表

42

し
た
。

（

）『
四
明
余
霞
』
九
一
号
・
九
二
号
。

43
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
一
号
。

44
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
二
号
。

45
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
四
号
。

46
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
三
号
。

47
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
三
号
・
一
〇
四
号
。

48
（

）『
明
教
新
誌
』
三
四
六
六
号
。

49
（

）『
四
明
余
霞
』
一
〇
四
号
。

50
（

）『
四
明
余
霞
』
一
一
四
号
。

51
（

）『
天
台
宗
宗
憲
』（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
）。

52
（

）
註
（
３
）
前
掲
拙
稿
。

53
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表１ 九大教区の総教長・教長

教区名 総教長 教長

第一教区 奥田貫照 修多羅亮延（東京府自証院）、浮岳堯欽（神奈川県深大
寺）、固山亮宥（埼玉県中院）、鈴木栄純（群馬県真光

寺）、藤波儀善（山梨県法性寺）

第二教区 三津玄深 松景仙空（京都府理性院）、岡厚順（大阪府東光院）、

金森祐賛（奈良県金輪院）、原田行慶（滋賀県本覚院）、

大聖寺実広（和歌山県雲蓋院）

第三教区 加藤慈晃 大谷智真（兵庫県斑鳩寺）、葉上実海（岡山県金山寺）、

清家義澄（愛媛県安養寺）
第四教区 高木習道 中村藤契（愛知県密蔵院）、清水性啓（三重県仏眼院）、

海老原順海（静岡県智満寺）、坂本実要（岐阜県横蔵寺）

第五教区 甘井亮憲 一宮観亮（長崎県万松院）、伝弘応（熊本県延寿寺）、

円帰湛明（宮崎県善正寺）、塀田定音（福岡県妙音寺）、

坂井賢光（大分県千灯寺）、嘉瀬慶範（佐賀県安福寺）

第六教区 小川賢教 岡田泰忍（島根県恵明院）、不二門智光（島根県大雲院）

第七教区 三輪澄諦 木津行寛（富山県円隆寺）、津田堯信（新潟県国分寺）、

吉沢義道（長野県光前寺）、佐々木慈舜（石川県西養寺）、

永宮智天（福井県窓安寺）

第八教区 彦阪諶厚 小野寺良顕（茨城県逢善寺）、冷泉実田（千葉県行元寺）、

太田純融（栃木県宝蔵寺）

第九教区 高築亮宥 梅小路亮湛（宮城県仙岳院）、島田孝詮（福島県満福寺）、

太田浄由（山形県正楽寺）、柏道広（青森県報恩寺）

表２ 教師等級と義納金

等級 教師称号 義納金
一級 大僧正 3円

二級 権大僧正 2円50銭

三級 僧正 1円75銭

四級 権僧正 1円25銭

五級 大僧都 75銭

六級 権大僧都 60銭

七級 僧都 50銭
八級 少僧都 45銭

九級 権少僧都 40銭

十級 大律師 30銭

十一級 中律師 25銭

十二級 律師 20銭

十三級 権律師 15銭

十四級 教師試補 10銭

表３ 寺格と教師称号・負担金
寺格 教師称号 寺格金 住職補任礼録金

総本山
門跡 門跡寺 大僧正 30円
別格寺 一等別格寺 同上 25円

二等別格寺 権大僧正 20円
三等別格寺 僧正 15円
四等別格寺 権僧正 12円50銭

大寺 五等寺 同上 40円 40円
六等寺 大僧都 25円 25円
七等寺 権大僧都 15円 15円

直末寺 八等寺 僧都 12円 12円
九等寺 少僧都 9円 9円
十等寺 権少僧都 8円 8円

又末寺 十一等寺 大律師 5円50銭 5円50銭
十二等寺 同上 4円50銭 4円50銭
十三等寺 中律師 3円50銭 3円50銭

曾孫末寺 十四等寺 律師 1円50銭 1円50銭
十五等寺 権律師 75銭 75銭

玄孫末寺 等外一等寺 教師試補 30銭 30銭
等外二等寺 同上 20銭 20銭
等外三等寺 同上 10銭 10銭


